
旧内田家住宅
練馬区指定文化財

16N1107  成澤拓人
16N1073 杉本圭輝
16N1078 関口剛
16N1139 村中龍一



東京都練馬区中村橋

明治、昭和期は茅葺の屋根が点在する農村地域だった。
現在は住宅の密集する地域となっている。



建築当初(明治20年代初め)は中村
にあったが、文化財保護のために
石神井公園の敷地内に移築。
昭和戦前の間取りを復元させた。

家の様々なところに丸太をそのまま使用し
ている梁があり、豪農であったことがうか
がえる。

直線材の梁より自然の曲がった丸太一本の
梁の方が地震力などの水平力に抵抗できる。
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参考図面：移築前の配置図・平面図



参考図面：移築前の
の立面図



参考図面：移築
前の断面図
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